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⾃⼰紹介

吉⽥成利 (Michitoshi Yoshida)
ISV パートナー本部
データベースパートナーソリューションアーキテクト

データベースを専⾨に、パートナー様の
トレーニングや技術⽀援を担当

好きな AWSのサービス : 

Amazon Relational Database Service
Amazon Aurora, Amazon S3
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アジェンダ

• データレイクを中⼼とした分析環境

• AWS クラウドで実現するデータ活⽤基盤
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データレイクを中⼼とした
分析環境
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急拡⼤する
データ量

新しく増える
データソース

多様化するデータ 増⼤する利⽤者数
広がる利⽤者層

発展する
ユースケース

データ活⽤のトレンドと課題
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データレイク

データレイクは、規模にかかわらず、す
べての構造化データと⾮構造化データを
保存できる⼀元化されたリポジトリ。
データをそのままの形で保存できるため、
データを構造化しておく必要がありませ
ん。

Data Lake

https://aws.amazon.com/jp/big-data/datalakes-and-analytics/what-is-a-data-lake/

https://aws.amazon.com/jp/big-data/datalakes-and-analytics/what-is-a-data-lake/
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データ活⽤の全体像

データレイクが提供するもの: 

構造化、半構造化、⾮構造化データの取り扱い

ペタバイト、エクサバイトにわたる拡張性

様々な分析および機械学習ツールとの連携

低コストなデータの保存と分析

OLTP ERP CRM LOB

データウェアハウス

ビジネス
インテリジェンス

データレイク

100110000100101011100
101010111001010100001

011111011010
0011110010110010110
0100011000010

デバイス Web センサー SNS

カタログ

機械学習

データウェアハウス ビッグデータ
処理

インタラクティブ リアルタイム
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Siemens 様 : リアルタイムに⽣産ラインの設備効率を表⽰・改善

https://aws.amazon.com/jp/solutions/case-studies/siemens-mindsphere/?trk=manufacturing_case-studies_card

モンテレー⼯場をインダストリー4.0のモデルとして、リアルタイムに⽣産ラインの
総合設備効率（OEE）を可視化

• 過去の⽣産データから不具合の
あるテストマシンを修正、初回パ
スの歩留まりを3%向上。

• 8週間未満で構想から完全な⽣
産に移⾏。

• プラントのOEEは40〜50％、計
画が⼯場全体に導⼊されると、
チームの⽬標は60％に、最終的
には、85％到達を⽬指す。

https://aws.amazon.com/jp/solutions/case-studies/siemens-mindsphere/?trk=manufacturing_case-studies_card
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レイクハウスアーキテクチャ

NoSQL
データベース

機械学習

DWH

ログ分析

ビッグデータ
処理

リレーショナル
データベース

Data lake

スケーラブルなデータレイク

ユースケースに応じた分析サービス

シームレスなデータ移動

統⼀されたガバナンス

パフォーマンスと費⽤対効果
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AWS クラウドで実現する
データ活⽤基盤
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データ分析基盤を AWS クラウドで構築すべき理由

包括的な
ポートフォリオ

セキュリティ 構築の
容易さ

⾼い
コスト効果

豊富な顧客事例と
パートナー

ソリューション
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データ分析基盤を AWS クラウドで構築すべき理由

包括的な
ポートフォリオ

セキュリティ 構築の
容易さ

⾼い
コスト効果

豊富な顧客事例と
パートナー

ソリューション
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スケーラブルな
データレイク

NoSQL
データベース

機械学習

DWH

ログ分析

ビッグデータ
処理

リレーショナル
データベース

Data lakeData lake
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AWS のデータレイク = Amazon S3

Amazon S3 

⾼い耐久性、可⽤性、
スケーラビリティ

オブジェクトレベルの
アクセス制御

Intelligent Tiering 機能
を⽤いたコスト最適化

セキュリティ、
コンプライアンス、監査に対応

数多くの⽅法で
データを取込み可能

様々な分析サービスに対応

アーカイブを含むコールドストレージに対応
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NoSQL
データベース

機械学習

DWH

ログ分析

ビッグデータ
処理

リレーショナル
データベース

Data lakeData lake

NoSQL
データベース

機械学習

DWH

ログ分析

ビッグデータ
処理

リレーショナル
データベース

ユースケースに
応じた分析サービス
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ビジネスユーザー

プロダクト／
サービス担当者

データアナリスト

データ
サイエンティスト

定型的な分析の結果を確認し、⾃分の仕事
に活かす
例︓⾃分の担当している製品の地域ごとの
売上を確認して、次のアクションを決める

サービスのログやメトリックを分析し、
⾃⾝の担当しているプロダクト／サービス
の改善に活かす
例︓障害やパフォーマンス劣化の原因調査、
機能の利⽤傾向の調査

データを基にしたトレンド分析や
仮説検証を⾏い、意思決定の⽀援を⾏う
例︓マーケティング施策の効果検証

⾼度な分析⼿法を⽤い、複雑な意思決定の
⽀援や、業務システム／サービスに
組み込む機械学習モデルの開発を⾏う
例︓オンライン広告の⾼精度な効果測定、
レコメンデーションアルゴリズムの開発

BI ツール

CLI/SQL

プログラミング⾔語

利⽤ツール

データの集計／分析に使⽤する、
GUI ベースの専⽤ツール
直感的に扱え、結果を簡単にグラフ
に表現できるものが主流。

データベースに対して、操作や問い
合わせを直接⾏う際に使⽤。
BI ツールやプログラミング⾔語か
らも利⽤可能。

統計解析や機械学習に関するライブ
ラリを⽤いて、複雑な分析やモデル
の開発を⾏う。ライブラリの充実さ
から、Python や R の利⽤が多い。

データ分析の代表的なユースケースと利⽤ツール
ユースケース
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ビジネスユーザー

プロダクト／
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BI ツール

CLI/SQL

プログラミング⾔語

データの集計／分析に使⽤する、
GUI ベースの専⽤ツール
直感的に扱え、結果を簡単にグラフ
に表現できるものが主流。

データベースに対して、操作や問い
合わせを直接⾏う際に使⽤。
BI ツールやプログラミング⾔語か
らも利⽤可能。

統計解析や機械学習に関するライブ
ラリを⽤いて、複雑な分析やモデル
の開発を⾏う。ライブラリの充実さ
から、Python や R の利⽤が多い。

ツールを使った
シンプルな集計や可視化

複数種類のデータに対する
アドホック／探索的な分析

リアルタイム／
ストリーム分析

定常的に実⾏される
複雑な集計処理

Pythonや Rを使った
応⽤的な分析、機械学習

分析基盤で実⾏されるワークロード
データ分析基盤で実⾏されるワークロード

ユースケース
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ユースケースに合わせた最適な分析サービス

Amazon Athena

対話的なクエリ

Amazon EMR

ビッグデータ処理

Amazon Kinesis 
and Amazon MSK

リアルタイム分析

Amazon Redshift

データウェアハウス

パフォーマンス、コスト、スケール、ユースケースに沿った最適な分析サービスを選択

マネージドサービス
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Amazon Redshift

DWH

BI

OLTP ERP CRM LOB デバイスウェブ センサーソーシャル

ビッグデータ処理
リアルタイム処理
機械学習

データレイク

Amazon Redshift

⾼速、スケーラブルで
費⽤対効果の⾼い
データウェアハウス
およびデータレイク
分析マネージドサービス

Amazon 
S3
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Amazon Redshift の特⻑

ハイパフォーマンス

⾼いコスト効果

データレイク &

AWSサービスとの親和性

セキュリティ & 

コンプライアンス
フルマネージド

拡張性 &柔軟性
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Redshift は後⽅互換性を維持しながら進化し続ける
Robust result set 

caching
Large # of tables support 

~20000
Copy command support 

for ORC, Parquet IAM role chaining Elastic resize Groups

Redshift Spectrum: date formats, 
scalar json and ION file formats 

support, region expansion, predicate 
filtering

Auto 
analyze

Health and performance  
monitoring w/Amazon 

Cloud watch

Automatic table 
distribution style

Cloud watch 
support for 

WLM queues

Performance enhancements—
hash join, vacuum, window 

functions, resize ops, aggregations, 
console, union all, efficient 

compile 
code cache

Unload 
to CSV

Auto WLM ~25 Query Monitoring 
Rules (QMR) support

200+
過去 18 ヶ⽉にリリース
された新機能の数

AQUA

Concurrency Scaling DC1 migration to DC2
Resiliency of 

ROLLBACK processing 

Manage multi-part 
query in AWS console

Auto analyze for 
incremental changes 

on table

Spectrum Request 
Accelerator 

Apply new 
distribution key

Redshift Spectrum: Row 
group filtering in Parquet 

and ORC, Nested data 
support, Enhanced VPC 

Routing, Multiple 
partitions

Faster Classic 
resize with 

optimized data 
transfer protocol

Performance: Bloom filters 
in joins, complex queries 
that create internal table, 

communication layer

Redshift Spectrum: 
Concurrency scaling

Amazon Lake Formation 
integration

Auto-Vacuum sort,
Auto-Analyze and 

Auto Table Sort
Auto WLM with 
query priorities

Snapshot scheduler Performance: join 
pushdowns to subquery, 

mixed workloads temporary 
tables, rank functions, null 

handling in join, single row insert

Advisor recommendations 
for distribution keys

AZ64 compression 
encoding

Console 
redesign Stored procedures

Spatial Processing Column level access 
control with AWS lake 

formation
RA3

Performance of 
Inter-Region 

Snapshot Transfers

Federated 
Query

Materialized 
Views 
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Redshift Spectrum でアーキテクチャをデータレイクに拡張

Amazon
Redshift

JDBC/ODBC

オープンフォーマットファイル
(Parquet, ORC, JSON, CSV etc)

データレイク

• ユーザー管理 S3バケット

Amazon Redshift Spectrum
• S3上のファイルに対する
並列クエリ実行エンジン

AWS Glue
• データカタログ



© 2021, Amazon Web Services, Inc. or its Affiliates. 

Amazon Redshift Data Sharing
Redshift クラスター間でセキュアに簡単にデータを共有することが可能

プロデューサー
クラスター

コンピュート
ノード

コンピュート
ノード

コンピュート
ノード

コンピュート
ノード

リーダーノード

コンシューマー
クラスター

コンピュート
ノード

コンピュート
ノード

コンピュート
ノード

リーダーノード

コンピュート
ノード

コンピュート
ノード

共有データにアクセスするプロデューサー/コンシューマーそれぞれのワークロードを分離

プロデューサー/コンシューマーごとに個別に料⾦をお⽀払い

Amazon Redshift マネージドストレージ

共有データの
読み込み

プライベートデータの
読み込みと書き込み
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リアルタイム分析︓Amazon Kinesis, Amazon MSK

メディアからの
ストリームデータを

キャプチャ、処理、保存し、
再⽣や分析、機械学習に活⽤

リアルタイムにデータ
ストリームを収集して、

データストアと
分析サービスにロード

SQL, Apache Flink, 
Apache Beamを

使⽤してストリーム
データを分析

ストリーミングデータを
スケーラブルに収集、
保存してリアルタイム

分析に活⽤

Amazon Kinesis 
Video Streams

Amazon Kinesis 
Data Streams

Amazon Kinesis 
Data Firehose

Amazon Kinesis 
Data Analytics

Apache Kafkaを使⽤して
ストリーミングデータを

処理するアプリケーション
を構築、実⾏

Amazon MSK

ビデオやストリームデータをリアルタイムで簡単に収集、処理、分析
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データ分析基盤を AWS クラウドで構築すべき理由

包括的な
ポートフォリオ

セキュリティ 構築の
容易さ

⾼い
コスト効果

豊富な顧客事例と
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複数データストア間でのデータ移動、データ統合の課題

データストア データパイプライン ターゲット

複雑なアプリケーション
コーディング

リトライ処理の考慮 データパイプライン
の管理

ETLの専⾨家が必要
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典型的なデータレイク構築までの流れ
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ガバナンスとセキュリティにおける課題

• データセキュリティ
ü 機密データのマスキングや暗号化処理
ü GDPR などコンプライアンス要件への対応

• アクセスコントロール
ü データへのきめ細やかなアクセス制御
（どのユーザーにどのデータへのアクセスを
許可するか）

ü ⾏レベルセキュリティ

• 監査
ü ログ記録
ü 証跡管理

• データ資産の管理
ü ユーザがー安⼼してデータを活⽤する
ü ためのメタデータ／品質管理

ü データに関する質問に回答できるか︓
ü ・XXXのデータはどこにある︖
ü ・このデータはどこで⽣まれたのか︖
ü ・このデータは信頼できるのか︖
ü ・規制上、このデータはそのまま
ü 利⽤して良いのだろうか︖
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SCSK ×インフォマティカによるクラウドデータ分析基盤
データ統合、資産管理を実現する Intelligent Data Management Cloud と Enterprise Data Catalog 

データウェアハウスデータレイク

データベース
(Oracle etc.)

クラウド
（Salesforce etc.）

レガシー(AS/400)

ファイル

Amazon Simple Storage 
Service (Amazon S3)

Amazon Redshift

データマート

Amazon Aurora

Amazon Relational Database 
Service (Amazon RDS)

Informatica
Intelligent Data Management Cloud

l 豊富なコネクタにより多種多様なシステム、データを接続
l GUI、ウィザード形式によるETL開発でデータ集約を容易化

データカタログ
Informatica Enterprise Data Catalog (EDC)

l データの所在、傾向、流れを知ることで利⽤者が⾃らデータを有効活⽤
l データを可視化できるため、データガバナンス向上

データ
収集

抽
出

格
納

変
換

抽
出

格
納

変
換

Amazon QuickSight

データ活⽤
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まとめ

• レイクハウスアーキテクチャ: データレイクを中⼼に据え、分析サービスを
⽤いて、データを循環させる
→ 必要な時に必要な分のデータを取り出し、分析を⾏う

• ユースケースに応じて、⽬的に合わせた分析サービスを選択することが重要
→ データを安全に、容量制限なく保存できる Amazon S3 をベースに、

AWS、パートナーが提供する分析サービスを組み合わせる

• ”使われる” データ分析基盤を実現するには、組織の誰もが、快適に、
そして何よりも安全にデータを利活⽤できる状態を作ることが重要
→ データの所在や来歴、傾向を可視化し、正しく管理し続ける必要がある
→ AWS クラウド上でのデータ統合、資産管理を⽀援する SCSK、

インフォマティカのソリューションを使って、データ利活⽤を加速
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Thank you!


